
  

 

 

２００７年に公布された「社会福祉士及び介護福祉士法等の一部を改正する法律」を受けて社

会福祉士養成課程における教育内容等の見直しが行われております。実践力の高い社会福祉士を

養成する観点から、相談援助実習の充実･強化の一環として、実習指導者の要件に「実習指導者を

養成するため講習会の受講」が定められました。 

このことを受け、社会福祉士養成の充実を図ることを目的に、一般社団法人 宮城県社会福祉士

会にご協力をいただきながら、東北福祉大学において社会福祉士実習指導者講習会を開催します。 

 

【研修概要】 

・ 社会福祉士実習指導者講習会は、社会福祉士を対象として、２日間の日程で開催します。 

・ 研修プログラムは、「実習指導概論」、「実習マネジメント論」、「実習プログラミング論」、「実

習スーパービジョン論」の４科目構成です。 

 

主 催 

学校法人 栴檀学園  東北福祉大学 

 

 

 

協 力 

一般社団法人 宮城県社会福祉士会 

 

 

 

【受講対象者・資格】 

社会福祉士であり、次の①又は②に該当する方 

①これまでに実習指導の経験があり今後も実習指導をする予定がある方。 

②実習指導未経験で今後実習指導をする予定がある方。 

 

 

【概 要】 

 

 ≪日時≫ 令和元年１２月７日（土）9：45～18：00 

令和元年１２月８日（日）9：00～17：15 （２日間） 

 

 ≪会場≫ 東北福祉大学 仙台駅東口キャンパス  

〒983-8511 仙台市宮城野区榴岡 2-5-26 

※駐車場はございません。公共交通機関をご利用ください。 

 

≪受講料≫ １０,０００円（テキスト代を含む） 

      ※納入依頼書は、お申込時期により９月末又は１０月末に発送予定。 

納入期限 11 月 15 日。 

 

≪定員≫ 100 名 

 

 

「2019 年度社会福祉士実習指導者講習会」開催要項 



≪研修プログラム≫（予定） 

１日目 受付 9：00～9：45 

9：45～10：00 オリエンテーション／開講式 

10：00～12：00 実習指導概論 《講義》２時間 

１． 社会福祉士の意義と役割 

２． 実習の制度上の枠組みと意義 

３． ソーシャルワーク実践と実習プログラム 

４． 個人情報保護と実習での対応 

５． 実習指導における専門職の役割 

12：00～12：45 昼食・休憩 

12：45～14：45 実習マネジメント論 《講義》２時間 

１． 実習マネジメントの意義と対象 

２． 施設・機関内における実習リスクマネジメント 

３． 施設・機関外における実習リスクマネジメント 

４． 実習におけるリスクマネジメント 

５． 実習マネジメントの実際 

14：45～15：00 休憩 

15：00～18：00 実習プログラミング論 《講義》３時間 

１． 実習プログラムの考え方 

２． 実習プログラミングの方法 

３． 実習の展開方法 

４． 実習プログラム構築の具体例 

 

２日目 

9：00～11：00 実習スーパービジョン論 

《講義》２時間     

１．「スーパービジョン」の基礎理解 

２．実習スーパービジョンの特質 

３．実習プログラムと実習スーパービジ

ョンの展開 

４．実習スーパービジョンの実際 

11：00～17：00 実習スーパービジョン論 

《演習》５時間     

※途中に昼食・休憩あり

（１時間） 

実習におけるスーパービジョンの展開

方法 

17：00～17：15 閉講式／修了証書授与 

※ 開始及び終了時間は、事情によっては多少前後することがあります。受講申込み後に受講者

に送付される『受講のご案内』で、最終確認をしてください。 

 

 

【申し込みについて】 

 

 ≪申込締切≫  令和元年 10 月 25 日（金）正午＜必着＞ 

 

≪申込方法≫  下記①②を，巻末≪申込・お問い合わせ先≫宛てに、郵便またはＦＡＸで 

ご提出ください。 

 

①「2019 年度社会福祉士実習指導者講習会」 受講申込書 

②「社会福祉士登録証」のコピー 

 



※ お申込みは先着順ではありません。申込受付期間終了後、受講者を内定します。受講定

員をオーバーした場合は、実習指導との関わりを考慮して選考します。受講申込書の７（実

習指導との関わり）および所属長の証明欄はその際の参考にいたします。 

 

※ 受講が内定した皆様には、あらためて受講料納入方法や会場等、詳細について文書にて

お知らせします（届かない場合は、巻末≪申込・お問い合わせ先≫にご連絡ください）。 

 

≪申込に当たってのご注意≫ 

①受講申込書は、記入の間違いや記入漏れのないよう、楷書ではっきりとご記入ください。 

②郵送の場合は受講申込書のコピーをお手元にお控えください。 

③受講申込書の「施設の種別」は以下を参考にご記入ください。 

 

救護施設 老人福祉関係施設 福祉事務所 一般企業 

児童福祉関係施設 介護老人保健施設 医療機関 独立型社会福祉士事務所 

身体障害者福祉関係施設 婦人保護施設 行政機関 地域包括支援センター 

知的障害者福祉関係施設 社会福祉協議会 教育機関 その他（福祉公社、団体等） 

精神障害者福祉関係施設 在宅介護支援センター 相談機関 
 

 

≪受講決定≫ 

受講料の納入をもって正式に決定します。 

 

≪受講のキャンセル・その他≫ 

納入された受講料は返還いたしません。 

 

【講習会テキスト】 

『社会福祉士実習指導者テキスト 第 2版』（中央法規出版、2014 年） 

※テキストは、受講料の納入を確認後、郵送いたします。 

 

【事前課題】 

①『社会福祉士実習指導者テキスト』に基づいた事前課題をご提出いただきます。事前課題

については受講決定後に送付する「案内文書」でお知らせいたします。 

②課題提出締切日:令和元年 11 月 27 日(水)必着 

 

【修了の認定】 

①全科目の受講が修了認定の条件となります。欠席・遅刻・早退がある場合は修了とはなり

ません。なお、これらに伴う補講等も実施いたしません。また、受講した講義分を次回以

降の講習会に振替することもできません。 

②講習会修了後、修了証を発行します。 

 

【その他】 

①昼食・宿泊先はご自身で確保いただくようお願いたします。なお、会場周辺には飲食店や

コンビニエンスストアなどが多数あります。 

 

②車椅子を利用される場合出入口付近の席を確保するなど、受講する際に配慮が必要な方は、

申込書の該当欄「12」にその旨を記載のうえ、お申込みください。 

 

 



 

【実習指導者の要件について】 

社会福祉士介護福祉士学校指定規則（平成 20 年 3 月 24 日文部科学省・厚生労働省令第二

号）により以下のとおり定められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪申込・お問い合わせ先≫ 東北福祉大学 通信教育部 

住所：983-8511 仙台市宮城野区榴岡 2-5-26 

電話：022-233-2211 FAX：022-233-2212 

※水曜日は電話対応休止日 

メール：kc@tfu-mail.tfu.ac.jp 

 

第三条第一号ワ 

  実習施設等における相談援助実習（市町村において相談援助実習を行う場合を含む。）を

指導する実習指導者は、社会福祉士の資格を取得した後、相談援助の業務に３年以上従事し

た経験を有する者であって、かつ、実習指導者を養成するために行う講習会であって厚生労

働大臣が別に定める基準を満たすものとしてあらかじめ厚生労働大臣に届け出られたもの

を修了した者であること。 

（経過措置） 

附則第四条２ 

相談援助実習を行う施設又は事業所における実習指導者については、平成２４年３月３１

日までの間は、社会福祉士の資格を取得した後、相談援助の業務に３年以上従事した経験を

有する者を実習指導者とすることができる。 

附則第四条３ 

  相談援助実習を行う施設又は事業所における実習指導者については、当分の間、児童福祉

法に定める児童福祉司、身体障害者法に定める身体障害者福祉司、社会福祉法に定める福祉

に関する事業所に置かれる同法第１５条第１項第１号に規定する所員、知的障害者福祉法に

定める知的障害者福祉司若しくは老人福祉法第６条及び第７条に規定する社会福祉主事と

して８年以上相談援助の業務に従事した者又は平成２１年３月３１日までの間において第

三条第一号ト（４）に規定する講習会に相当するものとして厚生労働大臣が認める研修課程

を修了した者を実習指導者とすることができる。 


